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福島県浜通り地震における断層近傍の建物被害調査と強震動予測について
Investigation of Building Damage near Surface Faults and Estimation of Strong Motion
of the 2011 Iwaki Earthquake
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2011年 4月 11日に福島県いわき市において正断層による地震が発生した。この地震は、2011年 3月 11日の東北地方
太平洋沖地震によって誘発されたものと考えられ、井戸沢断層、塩ノ平断層と湯ノ岳・藤原断層の地表断層が出現した
(石山他, 2011)。その出現した地表断層により引き起こされた地盤変状によって建物被害が発生した。そこで、本研究で
は建物被害調査を実施し、断層直上とその近傍を中心に被害結果を整理した。
その結果、今回の地震ではほぼ断層直上のみで地盤変状による被害が生じていた。
また、断層近傍の観測記録がないことから、本研究では強震波形による震源解析結果 (引間,2011)を用いて、断層近傍

の強震動を推定し、強震動と建物被害、地盤変状による被害について分析を行った。
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